
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名瀬谷戸の会 フォローアップ研修の集合写真（撮影 福田 渉） 

 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

 

★■四季の森公園観察会「自然を訪ねて 昆虫を探そう」  

日 時：8月 18 日（日） 当日下見 10：00～12：00、本番 13：00～15：00 

担 当：坂本勝彦、片山篤史、村山智 

参加される方は、公園の北口広場に集合してください。 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りですので、参加希望の方はメール又は電話で会長の田中（真）まで事前にお

知らせ下さい。   

日 時：8月 13 日（火）、19日（月） 10:00～14:30   

集合場所：久右衛門邸 

📩：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp ☎：090-1542-2154            （田中（真）記） 

 

活動予定 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 

 

目 次 

1Ｐ  活動予定 

3P  活動報告 
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6P  編集後記 
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★■湘南の森 

日 時：8月 24 日（土） 定例作業 

集 合：平塚市湘南平の上部パーキング付近 10:00、または大磯駅 9：20 

参加ご希望の方は、メールで吉井までお知らせください。📩：yoshiit@green.ocn.ne.jp 

活動報告や予定などは、次のホームページをご覧ください。 

💻：http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

活動日は原則として、毎月第 2金曜日と第 4土曜日です。                   （吉井記） 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

8 月 25 日（日）、9月 14（土）定例作業 

森林保全作業実践の場として活用ください。6日前までに申し込んでください。 

JR 橋本駅南口（マクドナルド前）に集合して車での送迎になります。 

申し込み：「さがみの森事務局」 

☎：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536 📩：sagami@moridukuri.jp              （菅原記) 

 

■室内勉強会 

日 時：8月 16 日(金)18 時～20 時 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 710 ミーティングルーム 

テーマ：「人はなぜ花に魅せられるのか」 

講 師：JFIK 菅原啓之さん（18 年） 

参加費：500 円 

概 要：緑が育ち花が咲くのを見ると植物の生きる力を感じます。植物が懸命に生き、花を咲かせるのを見れば

心に感動を覚え、生きる希望へとつながっていきます。人はなぜ、又いつ頃から花に魅せられてきたのでしょう

か。花を愛でるのは人間だけに与えられた特権だとも言われています。昔から人々は嬉しいにつけ、悲しいにつ

け、何かにつけて花を心のよりどころにして生きて来ました。生活、文化、絵画などを通して植物の持つエネル

ギー、花の魅力を探ってみたいと思います。                          （講師記） 

 

※皆さまの参加をお待ちしています。資料準備のため、8月 14日（水）までに申し込みをお願いします。 

申し込み先：吉原秀敏 📩：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp 当日の緊急連絡先☎：090-2636-1381 

 

■森こい倶楽部第十六回  

下記ご案内しますので、ご参加お待ちします。 

尚、今回から、下見・準備等を考慮し、参加費を 500 円（保険込）とさせていただきたく、ご理解ください。 

第十六回 横浜馬車道から街路樹巡り（横浜市中区） ワンテーマ：街路樹  

街路樹発祥の地、横浜馬車道から、開港の歴史遺産とともに成長した街路樹、公園樹木を巡ります。 

残暑厳しき折を予想し、街路樹の木陰を通り、歴史的建物などで涼をとって巡ります。昼食も、大桟橋の待合所

を予定します。 

開催日：9月 1日（日） 

集 合：JR 根岸線関内駅北口（桜木町側）改札外 10:00（時間厳守） 

リーダー：小池一臣（27年） 

参加費：500 円（保険込） 

file:///C:/Users/KAZUOMI%20KOIKE/Desktop/yoshiit@green.ocn.ne.jp
http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html
mailto:sagami@moridukuri.jp
mailto:h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp
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コース：関内駅🚻→吉田橋→街路樹発祥の地→馬車道通→神奈川県立歴史博物館🚻→横浜公園🚻→日本大通り→

開港記念館🚻→大桟橋🚻（昼食）→開港広場🚻→シルク通り→神奈川芸術劇場🚻→山下公園🚻→谷戸橋→ 

元町通🚻→中華街朝陽門（解散）→元町中華街駅/石川町駅🚻 

歩行 4㎞、フラットな舗装道路中心です。 

少雨決行：荒天で中止する場合は、前日 17:00 頃までに JFIK メールでご連絡します。 

所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記用具など。 

お問合せ、ご参加の方は、8 月 31日までに、久野宛ご連絡ください。 

📩：masakihisano77@yahoo.co.jp ☎：090-8280-1816 

秋の予定は以下です、ご参加お待ちします。（原則第一日曜日） 

10 月 6 日 狩場三緑地（保土ヶ谷区） 

11 月 10 日（第二週） 大庭御厨（藤沢市） 

12 月 1 日 獅子舞紅葉（鎌倉市）                            （久野記） 

 

 

 

■森こい倶楽部第十四回  

多摩丘陵の多摩崖線の森巡り（川崎市多摩区） ワンテーマ：クズ（蔓植物） 

日 時：7月 7日（日）曇時々小雨 

参加者：梶浦、金子、鈴置、花田、日比野、山路、久野、広川、小池（案内人）、以上 9名  

コース：読売ランド前駅→多摩自然遊歩道→市民健康の森→農業技術支援センター→寿福寺→小沢城址→ 

浅間山→旧三沢川→薬師堂（昼食）→法泉寺→玉林寺→菅馬場谷緑地→寺尾台団地→八角堂跡→ 

寺尾台緑地→生田駅（解散）（歩行約 7㎞） 

 

時折、小雨の落ちる梅雨空の下、雑木林の続く多摩自然遊歩

道に踏み入ります。花の少ない時期ではありましたが、ヤマユ

リの大輪の花や咲き始めのヒヨドリバナが出迎えてくれました。

ムラサキシキブやニシキギ、ゴンズイ、ちょっと珍しいヤマコ

ウバシの若い実も。また、ヤブムラサキの産毛の様な柔らかな

手触りも体験できました。 

雑木林を抜けると、左に読売ランドを望む見晴らしの良い尾

根道が続きます。シナノキやオオバヤシャブシを観察し、農業

技術支援センターに到着。見晴らしは今一つでしたが、展望台

より多摩川の崖線を確認。「仙人が住む谷」に由来する仙谷山

寿福寺には、聖徳太子や義経、弁慶の伝説が残ります。 

稲毛三郎重成が築いたと言われる小沢城址の長い変化にとんだ尾根を縦断した後は、崖線の縁をたどって獅子

舞の伝わる薬師堂に到着。途中、菅小谷緑地では、シンジュやアキニレ、ヤブニッケイ、ユズリハなどを観察し

ました。 

昼食後は、法泉寺、玉林寺を経て小高い尾根筋の上に立つ寺尾台団地に向かいます。団地の一角に位置する八

角堂は、奈良時代に建てられ、公的な性格を持つ施設だったのではとの説もあります。最後に、高台より、歩い

た尾根と崖線を振り返り、改めて多摩丘陵の一角に位置する特徴ある地形を確認し帰路につきました。 

（小池記） 

活動報告 

 

小沢城址にて 

mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
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■ヤビツの森 

日 時：7月 20 日（土）曇 

作業内容：植樹の下草刈り、シカ防御ネットの点検、整備             

参加者：JFIK 会員４名のほか合計 6名                           （吉井記） 

 

■名瀬谷戸の会 

作業 1回目 

日 時：7月 6日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 40 名（JFIK 8 名 地元・地域ボランティア 20 名 

 横浜メダカの会 5名 見学者 7名） 

作業内容：久右衛門邸の裏側のモウソウチク伐採作業（21本伐採）、

希少種株数確認作業、すべてのエリアの株数確認作業が終了。子

ども作業班は伐採されたモウソウチクの枝打ち作業、メダカ池の

水生生物調査。 

 

作業 2回目  

日 時：7月 16 日（火）10:00～14:00 

参加者：合計 9名（JFIK 4 名 地元・地域ボランティア 5 名） 

作業内容：終日雨であったので、チャペルで名瀬谷戸の会の運営方法や日当などについて打ち合わせた。その後、

講師役の和田によるロープワークの実習を行った。 

 

作業 3回目  

日 時：7月 22 日（月）10:00～15:00 

参加者：午前 合計 27名（JFIK 11 名 地元・地域ボランティア 9名   

横浜市 5名 講師 1名 他 1名） 

 午後 合計 19 名（JFIK 11 名 地元・地域ボランティア 8 名） 

作業内容：午前は、横浜市によるフォローアップ研修。午後だけ定例作   

業を実施。午後は、久右衛門邸の裏側のモウソウチク伐採作業。  

（福田記） 

 

■室内勉強会 「木と紙の関わり」 

日 時：7月 19 日（金）18：00～20：00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 710 ミーテイングルーム 

講 師：引田 幹雄さん（22年） 

参加者：梶浦、河野、坂間、柴田(東京会）、鈴木(康）、辻、中澤(均)、久野、日比野、皆川、山内、山口(正)、 

横山、吉原（14 名） 

 

講師の引田さんは、製紙会社に 37 年間勤められた方で、今回は、紙の歴史を中心にいろいろと興味深いお話

をしていただきました。まず、紙とは「布（織物や編み物）や不織布の一種」であるということから始まりまし

た。不織布には乾式と湿式があり、湿式は繊維を水に分散させ脱水して作るものをいうそうです。次に紙の種類

と働きです。紙の働きは 3つの W、すなわち、①記録する(Write)、②包む(Wrap)、ふき取る(Wipe)だということ

です。 

 

作業 1回目 集合写真 

 

作業 3回目 午後の伐採作業 
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 いよいよ紙の歴史です。紙以前の筆記媒体は、洞窟壁画→石、木の皮、葉、粘土板、布→パピルス、貝多羅葉、

木簡・竹簡、羊皮紙と変遷しました。パピルスは繊維を取り出して抄きあげる工程がないため、厳密には紙では

ないそうです。紙は紀元前 200 年頃中国で発明されました。初めは麻や絹、くず繭などが原料でした。その後東

西に伝播してゆきますが、東へは、3～4世紀に朝鮮、ベトナムへ製法が伝わり、610 年に日本にも伝わって、733

年には国産化されました。平安時代にはそれまでの木簡に代わって用いられるようになりました。日本では、麻

ではなく楮や雁皮などの靭皮繊維を使うことで和紙として発展し、鎌倉時代には杉原紙や美濃紙ができています。

一方西へは、唐の捕虜を通じて 8世紀にイスラム圏へ、エジプトを経て 12世紀にヨーロッパへ伝わりましたが、

ヨーロッパ全土に広まるには 300 年を要しました。繊維の原料に適した植物の多い東方への伝播と違い、西方諸

地域では紙の原料になる植物が少なく、麻や綿のボロ布を原料としました。その後、印刷技術が発展すると慢性

的な原料不足となりましたが、18 世紀に紙抄き機械が、19 世紀に木材をすりつぶしてパルプを作る方法が、さ

らに苛性ソーダを用いてパルプを作る方法が発明されるに至り、洋紙が大量に生産されるようになりました。日

本に洋紙の製法が伝わったのは 1872 年、1874 年には日本での洋紙生産が始まります。近代化に伴い大量の紙が

必要となった日本では、洋紙の輸入、手漉き和紙の増産、和紙製造の機械化、洋紙の国産化を進め、1912 年には

洋紙の生産と消費が和紙と肩を並べ、以後は和紙を追い越しました。 

 次に現代の紙生産に話題が移りました。紙の原料は古紙が 60％、木材が 40％、木材として最も使われている

のはユーカリとのことです。木材からの紙生産の過程（植林→伐採→チップ加工→パルプ→脱水・乾燥・巻き取

りなど→紙製品）および古紙からの紙生産の過程（古紙→インクの除去と漂白→古紙パルプと木材パルプをブレ

ンド→略→紙製品）について説明がありました。チップを煮てパルプを得る時に出る「黒液」は現在では燃やし

て発電に使い、残った薬剤を含む灰もパルプ生産に再利用されているそうです。 

その他、和紙製造の重要無形文化財指定、ユネスコ世界無形文化遺産登録、などの話題が続きました。いろい

ろな紙のサンプルを手に取ることもでき、大変興味深く有意義な研修でした。        （日比野記） 

 

★■お話しサロン（鎌倉） 「人生百年時代～健康寿命を延ばす発想の転換によるストレス解消法」 

日 時：7月 27 日（土）14:00～16：00 

場 所：大路ビル B 教室 

講 師：桐生眞明氏 

  

現在日本人の平均寿命は男性 82 才女性 87 才で、健康寿命は男性 72 才女性 75 才。実に介助を 10 年以上受け

る長寿国だそうです。この 10 年を出来るだけ健康寿命に変えるために何をすべきか。桐生さんは経験則として

多くの事例を示されました。 

①最も大切な食事。自らの歯で食を楽しむため、80 才で 20 本の歯を維持したい。そのためには、歯磨きは左手

でもできるようにし、歯垢の磨き残しを無くす。硬い物も積極的に食べ、顎の骨、脳への刺激を与える。②腰痛

の克服。キックボクシングの回し蹴りをし、日頃使わない筋肉を使い、神経に刺激を与える。③絶食の勧め。飢

餓状態になると生体反応は老化要因を抑えてくれる。飢餓状態は人に感謝の念を呼び起こす。④人間関係でスト

レスを貯めない。妻の定年退職を認める。相手に要望しない。してもらいたい事は自分でする。これにより熟年

離婚は避けられた等々。桐生さんのお話は一つ一つ理にかなっていてとても勉強になりました。早速、就寝前の

歯磨きを左手で挑戦し始めました。左手より頭の方が良く動いておりました。         （花本記） 
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「じっくり観察特徴がわかるコケ図鑑」 

 

著 者：大石義隆 

発 行：ナツメ社 

発行日：2019 年 4月 11 日 

価 格：本体 1500 円＋税 

 

5 月 15 日（土）四季の森公園で上野潤二さんが特定

植物「コケの仲間の観察会」を開催して下さった。サ

ブ－リーダー役に片山さんが参加された。当日は雨で

中々止みそうにもないことから、小さい標本をシャー

レに入れてルーペで観察する方式とした。上野さんの

開口一番は、福井県立大学学術教養センター准教授の

大石善隆さんが一人で立て続けにコケの本を 3 冊出し

たという情報であった。一冊は、上記に紹介したが、

あとの二冊は、 

「苔登山：もののけの森で山歩き」岩波書店 2019 年 6

月 8 日発行 税込 1,728 円、「コケはなぜに美しい」NHK

出版新書 2019 年 6 月 11 日発行 税込 1,296 円である。  

今日はその中から「じっくり観察特徴がわかるコケ

図鑑」をご紹介したい。図鑑の記載が雑な時も、明る

い写真があれば何とかなりそうな気がするが、実際は

萌の熟した頃の写真や細胞レベルの顕微鏡写真がない

と素人同定は難しい。その困難を乗り越えて何よりも

ガイドの上野さんの「ガイド愛」もあったが、今回は

著者の大石さんの「ガ

イド愛」に圧倒されて

しまった。図鑑の記載

を見ると、オオシノブ

ゴケ「特に美しい」、ダ

チョウゴケ「見ごたえ

がある」、フウリンゴケ

「かわいらしい」、ゴレ

ツミズゴケ「かわいら

しい」と書かれている

ではないか！お手に取

って書店店頭でお確か

め下さい。 （獺） 

 

 

会員異動 

＜7月度の会員異動＞ 

7 月 31 日現在会員数 165 名 

月例会を開催しました 

日 時：7月 26（金）18：00～19：40 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

出席者：理事 9名、監事 1名、会員 3名 計 13 名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員

には、会報に同封してお送りします。 
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掲 示 板 

 
編集後記 

  
  月間ブックレビュー 

 

長い梅雨の後は、打って変わっ

て連日の猛暑。体調管理には、

十分ご留意ください。(小池) 

春にﾈｲﾁｬｰｸﾗﾌﾄの達人S氏から頂

いた数粒のフウセンカズラの種

が、庭ですくすく育ち、種が沢

山収穫できました！ (松山) 
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